2.1 ESKIADEH ox m =
EXEHALKE [ pga~Ps5

@ [aov] HEBEOLELY Ao, 3tHiEL L LRI ADREDERFICOVTER B,

@ [HAK) #RZouREIZR L S,

REFED .

C TRD B B S D,

- HHEOETA300m U EDEE Y, 150m~300mEENZELHEAL LD,

@ [FA > L) HEOHFIOWT b L CEXIS S,
- AEABOHE TR OVWEILEEZ ),

CHEOARTVWHIEBIIEYDOHZYIZZWES DD,

O OEBAERL TVWBIHIEAD ZDIEARES S5 H,

-HEREEBARABOHIENS, HHBZrEFELEL I,

OHEBOLEMY ICDOVWThAr -T2 EE2EZ S,

OHBENGMT—r>— MRAK AT 7 b 2020



	２-１ 国づくりへの歩み
	 巨大古墳と大王
	6年　　　　　組　　　　　番

	②【基本】教科書の地図を見よう。
	・題を読もう。
	・赤の点は何だろうか。
	・古墳の長さが300m以上の記号と，150ｍ～300ｍ未満の記号を確認しよう。

	③【ポイント】古墳の分布についてくわしく読み取ろう。
	・前方後円墳の分布で気づいたことを書こう。
	・規模の大きい古墳はどのあたりに多いだろうか。

	④古墳が集中している地域があるのはなぜだろうか。
	・埼玉県と熊本県の出土品から，わかることを話し合おう。

	⑤古墳の広がりについてわかったことを書こう。
	P84～P85
	①【ねらい】古墳の広がりから，３世紀から５世紀ごろの豪族の様子について考える。


